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道草

▼
花
が
咲
き
、
鳥
が

さ
え
ず
り
、
命
が
あ

ふ
れ
る
春
が
き
ま
し

た
。
別
れ
と
出
会
い
、
新
た

な
環
境
へ
の
期
待
と
不
安
が

入
り
混
じ
る
季
節
で
す
。
今

年
は
、
労
働
者
の
権
利
に
関

す
る
新
し
い
変
化
が
あ
り
ま

す
。
▼
労
働
基
準
法
が
改
正

さ
れ
、
来
年
度
４
月
１
日
か

ら
、
年
10
日
以
上
有
給
休
暇

の
権
利
が
あ
る
労
働
者
に
つ

い
て
、
最
低
で
も
5
日
以
上

は
有
給
休
暇
を
現
実
に
与
え

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、

公
務
員
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
▼
簡
単
に
言
え
ば
「
年

次
有
給
休
暇
を
必
ず
５
日
間

は
取
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

内
容
で
す
。
具
体
的
に
は
、

消
化
日
数
が
５
日
未
満
の
労

働
者
に
対
し
て
は
、
使
用
者

が
年
次
有
給
休
暇
の
日
を
指

定
し
て
取
得
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
、
違
反
し
た
場
合
は

30
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
さ

れ
ま
す
。
公
務
で
は
罰
則
の

適
用
除
外
の
職
場
が
あ
り
ま

す
が
、
違
反
に
対
す
る
責
任

の
重
さ
は
同
じ
で
す
。
▼
休

む
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事
の
効

率
は
上
が
り
ま
す
。
休
み
に

く
か
っ
た
職
場
で
は
年
次
有

給
休
暇
が
取
り
や
す
く
な
る

事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
問
題

は
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
で

す
。
今
で
も
１
日
も
取
れ
な

い
、
ま
た
は
、
５
日
以
下
と

い
う
職
場
が
存
在
す
る
の
が

実
態
で
す
。
▼
権
利
は
取
得

し
な
い
と
い
ず
れ
奪
わ
れ
ま

す
。
労
働
者
一
人
ひ
と
り
が

意
識
し
て
権
利
を
行
使
す
る

事
が
大
切
で
す
。 (

Ｅ・Ｉ)

求
の
実
現
と
運
動
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ニ
ュ
ー
ス
を
配

布
。
長
久
手
市
職
労
は
、
職

場
分
会
委
員
会
で
統
一
行
動

の
決
議
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
愛
労
連
・
春
闘
共

闘
は
労
働
者
決
起
集
会
を
名

古
屋
・
栄
で
行
い
、
３
０
０

人
が
参
加
。
19
春
闘
の
情
勢

が
報
告
さ
れ
、
引
き
続
き
取

り
組
み
の
決
意
を
確
認
し
、

パ
レ
ー
ド
で
春
闘
を
が
ん
ば

ろ
う
と
訴
え
ま
し
た
。　

　
大
企
業
は
13
日
、
19
春
闘

要
求
に
い
っ
せ
い
に
回
答
。

基
本
賃
金
を
引
き
上
げ
る

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
が

６
年
連
続
と
な
り
ま
し
た

　
自
治
労
連
全
国
統
一
行
動

日
の
３
月
14
日
、早
朝
宣
伝
、

職
場
決
議
、
集
会
な
ど
が
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
豊
橋
市
職
労
は
、
朝
出
勤

す
る
職
員
に
む
け
、
春
闘
要

が
、
前
年
を
下
回
る
低
額
回

答
で
す
。
大
企
業
は
巨
額
の

内
部
留
保
を
持
ち
な
が
ら
、

世
界
経
済
の
減
速
懸
念
な
ど

を
理
由
に
賃
金
を
低
く
押
さ

え
込
ん
で
い
ま
す
。
今
年
に

な
っ
て
、
食
料
品
な
ど
の
値

上
げ
が
相
次
ぐ
な
ど
、
生
活

改
善
に
つ
な
げ
る
賃
金
引
き

上
げ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
中
小
企
業
の
回
答
は
こ
れ

か
ら
で
す
。
大
企
業
の
下
請

中
小
へ
の
適
正
取
引
、
中
小

企
業
へ
の
支
援
の
拡
充
と
あ

わ
せ
大
幅
賃
上
げ
の
世
論
を

さ
ら
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
１
日
か
ら
労
働
時
間

の
上
限
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。
原
則
は
「
月
45
時
間
・

年
３
６
０
時
間
以
内
」で
す
。

　
長
時
間
残
業
の
職
場
で
、

何
も
対
応
も
せ
ず
に
「
無
理

を
承
知
で
押
し
つ
け
る
」「
職

員
が
何
と
か
こ
な
す
」
状
況

　
３
月
６
日
、
医
療
３
単
産

（
自
治
労
連
、
全
大
教
、
医

労
連
）
は
、
安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め

夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員
を
求

め
る
国
会
議
員
要
請
を
行
い

ま
し
た
。
行
動
に
は
全
国
か

ら
２
８
０
人
、
う
ち
自
治
労

連
か
ら
23
人
が
参
加
し
、
愛

知
県
本
部
か
ら
は
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
愛
知
は
医
労

連
と
合
同
で
８
人
で
３
班
に

分
か
れ
、
19
人
の
地
元
議
員

を
ま
わ
り
、
署
名
の
紹
介
議

員
に
な
っ
て
い
る
４
人
に
署

名
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
本
村
伸
子
議
員(

衆
・
共

産)

と
、
関
健
一
郎
議
員

(

衆
・
国
民
民
主)

と
そ
れ

ぞ
れ
50
分
間
懇
談
し
ま
し

た
。参
加
し
た
看
護
師
か
ら
、

「
人
員
不
足
で
、
イ
ン
タ
ー

バ
ル
が
ほ
ぼ
な
い
状
態
、
休

憩
が
な
い
こ
と
は
患
者
の
い

の
ち
に
も
関
わ
る
」
と
現
場

の
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

で
は
悪
化
す
る
一
方
で
す
。

　
職
場
の
時
間
外
を
減
ら
す

た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
話
し
あ
い
、「
所
定
の
時

間
内
で
仕
事
が
回
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
使
用
者
の
責

任
」、「
恒
常
的
な
時
間
外
を

前
提
と
し
た
人
員
配
置
の
見

直
し
・
人
員
増
が
必
要
」
で

あ
る
職
場
の
実
態
を
使
用
者

に
認
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
本
庁
以
外
の
事
業
所
等

(

労
働
基
準
法
別
表
の
職
場)

で
は
、
36
協
定
を
締
結
し
て

い
な
け
れ
ば
使
用
者
は
時
間

外
労
働
を
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　

　
　
36
協
定
は
、
事
業
所
ご

と
に
締
結
を
す
す
め
労
働
時

間
を
短
縮
さ
せ
、
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
３
月
13
日
、
す
べ
て
の
公

務
労
働
者
の
賃
金
底
上
げ
と

雇
用
確
保
、
非
常
勤
・
再
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
、
格
差

是
正
、
人
員
増
な
ど
求
め
、

人
事
院
中
部
事
務
局
前
で
愛

労
連
、
愛
知
公
務
共
闘
、
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
国
公
は
集
会

を
行
い
、
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。「
学
校
現
場
や
自

治
体
職
場
で
人
員
が
足
ら
な

い
。
豊
橋
の
労
基
署
は
監
督

官
が
2
人
し
か
い
な
い
。
こ

れ
で
事
業
所
の
監
督
は
で
き

中
小
組
合
こ
れ

か
ら
追
い
上
げ

医
師
・
看
護
師
の
大
幅
増
員
を

医療３単産が
国会議員要請

中
小
も
賃
上
げ 

下
請
単
価
改
善
を

大
幅
賃
上
げ
は
必
要 

引
き
続
き
要
求
実
現
へ 

19 国民春闘

大企業の回答状況

賃上げ・増員の勧告を行え

人事院包囲昼休み行動

豊
橋
市
職
労
は

早
朝
宣
伝
行
動

愛労連・愛知公務共闘・中部ブロック国公

な
い
。
人
員
確
保

は
重
要
」「
消
費

税
が
上
が
る
と
、

2
％
以
上
の
大

幅
賃
上
げ
が
必
要

だ
」
な
ど
訴
え
ま

し
た
。
決
議
文
を

読
み
上
げ
、
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

上
げ
な
が
ら
、
中

部
事
務
局
を
一
周

す
る
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

中部事務局の周りをデモ行進　＝３月５日

　　　　　　ベ　ア　前　年
【電機】
日立製作所　1000 円　(1500 円 )
パナソニック　1000 円　(1500 円 )　
三菱電機　　1000 円　(1500 円 )
富士通　　　1000 円　(1500 円 )
ＮＥＣ　　　1000 円　(1500 円 )　

【自動車】
トヨタ自動車　非公表　 非公表
日産自動車　　3000 円　(3000 円 )
ホンダ　　　1000 円　(1500 円 )
ＳＵＢＡＲＵ　1000 円　(1500 円 )
三菱自動車　　1000 円　(1500 円 )

【造船・重機】
三菱重工業　　1500 円　(1500 円 )
川崎重工業　　1500 円　(1500 円 )
ＩＨＩ　　　　1500 円　(1500 円 )

300 人が参加した労働者決起集会　   ＝３月 14 日、栄広場で

国会議員に医師・看護師増員を求める３単産の代表

交渉を配置し
職場ごと締結

36 協定

3･14 全国統一行動

あいち市民アクション学習会
日時　４月 19 日 ( 金 )
　　　18:30 から
場所　千種区役所ホール
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おたのしみ
クロスワード

クイズ

　
左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を

解
き
、
解
答
及
び
名
前
・

組
合
・
職
場
名
を
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
10
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド（
５
０
０
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
―
０
８
４
５　

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁

目
７
―
８　
自
治
労
連
愛

知
県
本
部
教
宣
部
。

　
締
め
切
り
は
４
月
月
30

日
で
す
。

　
ハ
ガ
キ
に
近
況
や
職
場

の
話
題
、「
あ
い
ち
の
仲

間
」
の
感
想
や
載
せ
て
ほ

し
い
話
な
ど
、
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】
①――無臭、――乾燥　③青年
よ――を抱け　⑤隣りあい。―
―する土地　⑦カツレツの略　
⑧使いみち。――不明金　⑩舞
台で下手の対　⑫顔に――を塗
る　⑭あした――になあれ　⑯
――労働省

【
タ
テ
の
カ
ギ
】　

①
―
―
無
体（
強
制
す
る
こ
と
）　

②
人
家
。
古
―
―
カ
フ
ェ　
③

エ
ト
の
第
五　
④
ジ
ェ
ラ
シ
ー　

⑥
電
光
―
―
の
早
業　
⑧
各
地

に
あ
る
日
銀
の
―
―　
⑨
寝
る

場
所
、
ね
や　
⑪
既
定
の
対
。

日
時
―
―　

⑬
―
―
若
男
女　

⑮
ピ
ン
か
ら
―
―
ま
で

カギを解き、二重枠に
入る文字を並べてでき
る言葉はなんでしょう

ク
イ
ズ
当
選
者

仲
間
の
声

　
３
月
７
日
、西
尾
市
職
は
、

新
人
研
修
後
に
組
合
説
明
会

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
年

は
、
１
人
も
取
り
こ
ぼ
さ
な

い
決
意
で
臨
み
、
35
人
の
新

人
に
対
し
、
執
行
部
と
２
～

３
年
目
の
先
輩
組
合
員
あ
わ

せ
て
24
人
が
説
明
会
に
参
加

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
委
員
長
か
ら
は
、「
市
役

所
で
も
民
間
の
よ
う
に
残
業

が
あ
り
、
月
60
時
間
を
超
え

る
人
も
い
る
。
働
き
す
ぎ
は

健
康
を
害
す
。
安
心
し
て
働

く
環
境
を
つ
く
り
、
働
き
が

い
の
あ
る
職
場
に
す
る
た
め

に
組
合
が
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と

人
を
増
や
す
と
り
く
み
、
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
解
決

も
や
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。　
　
　

　
先
輩
組
合
員
は
、「
組
合

は
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

所
」
な
ど
、
ひ
と
こ
と
ず
つ

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年

集
会「
ア
イ
セ
ミ
」も
紹
介
。

執
行
部
・
先
輩
が
机
を
ま
わ

り
、
加
入
用
紙
の
書
き
方
を

説
明
し
ま
し
た
。
先
輩
組
合

員
の
声
か
け
で
出
席
者
全
員

が
加
入
し
ま
し
た
。

　
春
日
井
市
職
労
は
、
昨
年

90
人
以
上
の
新
採
職
員
加
入

を
継
続
さ
せ
、
い
っ
そ
う
の

飛
躍
を
め
ざ
し
、
昼
休
み
や

終
業
後
に
新
歓
実
行
委
員
会

で
作
戦
を
練
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
今
回
は
、
年
間
行
事
や
部

署
案
内
な
ど
を
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
追
加
し
、
仕
事
が
始

ま
っ
て
か
ら
で
も
役
に
立
つ

よ
う
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。
組
合
が
頼
れ
る
場
所
で

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

　
実
行
委
員
長
の
豊
橋
市
職

労
・
田
中
智
大
で
す
。

　
集
会
が
成
功
す
る
よ
う
実

行
委
員
会
を
開
催
し
、
皆
さ

ん
が
楽
し
め
る
よ
う
に
企
画

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
集
会
で
は
、
組
合
に
つ
い

て
学
ん
で
、
同
じ
世
代
の
仲

間
と
楽
し
く
交
流
し
て
く
だ

さ
い
。
参
加
を
お
待
ち
し
て

ま
す
。

　
今
年
の
青
年
集
会
は
、
５

月
開
催
。
新
規
採
用
者
も
参

加
し
や
す
い
時
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。
春
か
ら
仕
事
が
ス

タ
ー
ト
し
、
少
し
息
抜
き
が

必
要
な
時
期
な
の
で
は
？

　
友
人
と
の
旅
行
な
ど
も
い

い
で
す
が
、
そ
ん
な
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、
他
市
町
村
の
仲

間
と
と
も
に
働
く
こ
と
に
つ

い
て
学
び
、
思
い
や
悩
み
を

分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
自
分

の
仕
事
を
見
つ
め
直
す
い
い

機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
同
じ
立
場
の
青
年
が
集
ま

る
数
少
な
い
機
会
で
す
。
先

輩
組
合
員
は
新
人
に
声
を
か

け
て
、
い
っ
し
ょ
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。　

　
統
一
地
方
選
挙
は
、
愛

知
県
会
議
員
と
名
古
屋
市

会
議
員
選
挙
は
４
月
７
日

投
票
、
市
町
村
首
長
、
市

町
村
議
会
議
員
選
挙
は
４

月
21
日
投
票
で
行
わ
れ
ま

す
。

　
愛
知
県
や
各
市
町
村
の

今
後
と
住
民
の
暮
ら
し
の

未
来
が
問
わ
れ
る
重
大
な

障
改
悪
と
消
費
税
増
税
を

許
さ
ず
、
住
民
生
活
を
守

る
自
治
体
施
策
を
す
す
め

を
は
か
る
。
④
公
務
公
共

業
務
の
労
働
者
の
雇
用
・

労
働
条
件
を
改
善
さ
せ

る
。
⑤
自
治
体
職
員
の
人

員
増
を
め
ざ
す
。

　
私
た
ち
も
ひ
と
り
の
住

民
で
あ
り
、有
権
者
で
す
。

み
な
さ
ん
が
参
政
権
を
行

使
し
、
投
票
に
い
く
こ
と

を
呼
び
か
け
ま
す
。

る
。
③
公
務
公
共
業
務
の

拡
充
、
地
域
経
済
と
中
小

企
業
を
支
援
し
地
域
振
興

選
挙
で
す
。
私
た
ち
は
、

統
一
地
方
選
挙
に
次
の
要

求
を
掲
げ
ま
す
。
①
住
民

生
活
を
守
る
こ
と
を
基
本

に
、
憲
法
が
い
き
る
自
治

体
を
つ
く
る
。
②
社
会
保

春
日
井
実
行
委

準
備
は
入
念
に

西
尾
市
職

同
じ
年
代
の
先
輩
か
ら
の
声
か
け
で

出
席
者
全
員
が
加
入

みんなあつまれ～！
２０１９あいち青年集会

西
尾
市
職
組
合
説
明
会
の
様
子
（
上

写
真
）
＝
３
月
８
日

春
日
井
市
職
労
新
歓
実
行
委
員
の
み

な
さ
ん
（
下
写
真
）
＝
３
月
15
日

参加者エントリーが

４
月
は
統
一
地
方
選 

投
票
に
行
こ
う

政
治
・
地
域
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！

実行委員長
田中智大さん
　

あ
い
ち
の
仲
間
第

１
１
９
４
号
の
ク
イ
ズ
の
解

答
は
「
イ
シ
カ
リ
ナ
ベ
」
で

し
た
。
39
人
の
方
か
ら
応
募

が
あ
り
、
抽
選
の
結
果
以
下

の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
送
り
ま
す
。

安
形　

由
子(

名
古
屋
市
職
労
）

田
中　

良
江（
瀬
戸
市
職
労
）

鈴
木
美
保
子（
名
古
屋
市
職
労
）

近
藤
小
百
合（
長
久
手
市
職
労
）

渥
美　

敦
子（
名
古
屋
市
職
労
）

織
田　

歩
美
（
半
田
市
職
）

川
口　

肖
子（
豊
橋
市
職
労
）

田
中　

利
樹（
名
古
屋
市
職
労
）

鈴
木　

琢
磨（
豊
川
市
職
労
）

次
井　
　

遥
（
西
尾
市
職
）　

☆
蒲
郡
市
職
員
組
合
の
会
で

採
用
予
定
者
か
ら
多
く
の
加

入
意
思
表
示
が
示
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
職
員
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か

り
で
す
が
若
い
人
た
ち
と
力

を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
ほ

し
い
で
す
（
渋
谷
高
司
・
名

古
屋
市
職
労
）

☆
年
度
末
で
あ
わ
た
だ
し
い

で
す
が
皆
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
（
井
沢
洋
・
豊
橋
市
職
労
）

「アイセミ」

スタート !!

　　　２０１９あいち青年集会
　　　　　　　　　　　「アイセミ」
日       時：５月１１日（土）１３時～
　　　　　　　１２日（日）１２時終了予定
場       所：蒲郡市・東海園
応募方法：近くの先輩組合員または、組合事
務所に直接申し込みをお願いします。


